
１０月２６日、農業者トレーニングセンターで田子神楽養成講座成果発表会が行われました。受講生が５月か
らの練習の成果を発揮し、観客を魅了しました。
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FEATUREFEATURE今月の話題

◆
令
和
６
年
度
の
主
な

　

実
施
事
業
（
一
般
会
計
）

▼
民
生
費

　

10
億
６
３
７
９
万
６
千
円

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
、
児
童

な
ど
へ
の
福
祉
施
策
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

▽
高
齢
者
福
祉
・
医
療
費

　
　

２
億
８
１
２
１
万
円

▽
こ
ど
も
園
等
運
営
費
・
子
育

て
支
援
事
業

　

２
億
１
８
４
８
万
１
千
円

▽
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
物
価

高
騰
対
策
給
付
金
事
業
等

 

５
２
６
８
万
２
千
円

▽
そ
の
他
、
児
童
手
当
支
給
費

な
ど

▼
総
務
費

　

９
億
６
３
０
０
万
４
千
円

◆
一
般
会
計
決
算
概
要

　

一
般
会
計
の
決
算
は
、
歳
入
総
額
が
48
億
８
２
６
９
万
６
千
円
、

歳
出
総
額
が
48
億
４
２
９
６
万
１
千
円
で
、
差
引
３
９
７
３
万
５
千

円
の
形
式
収
支（
実
質
収
支
は
３
３
５
８
万
７
千
円
）と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
前
年
度
対
比
１
億
５
３
５
３
万
５
千
円
、
３
％
の
減
額

と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
国
庫
支
出
金
及
び
繰
入
金
の
減
額
が
主

な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
歳
出
は
、
前
年
度
対
比
３
５
７
４
万
４
千
円
、
０
・
７
％
の

減
額
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
要
因
は
、
民
生
費
及
び
農
林
水
産
業
費

の
減
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

そ
の
他
の
行
政
経
費
に
つ
い
て
も
、
節
減
合
理
化
に
努
め
な
が
ら
、

産
業
経
済
の
活
性
化
、
社
会
福
祉
等
の
充
実
、
生
活
基
盤
の
整
備
な

ど
、
諸
施
策
に
関
連
す
る
事
務
事
業
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

戸
籍
、
住
民
票
交
付
な
ど
の

町
の
基
本
的
な
業
務
か
ら
Ｔ
Ｃ

Ｖ
関
連
事
業
、
国
際
交
流
推
進

事
業
、
選
挙
費
、
統
計
な
ど
幅

広
い
事
務
事
業
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

▽
タ
プ
コ
ピ
ア
ン
プ
ラ
ザ
及
び

Ｔ
Ｃ
Ｖ
管
理
運
営
事
業

１
億
２
０
９
６
万
１
千
円

▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事

業　
　
　

４
４
７
１
万
７
千
円

▽
定
額
減
税
事
業
費

４
０
０
２
万
９
千
円

▽
集
会
施
設
管
理
費

　
　
　
　

１
７
１
１
万
７
千
円

▽
国
際
交
流
推
進
費

１
１
６
８
万
１
千
円

▽
定
住
移
住
促
進
事
業

１
０
８
１
万
１
千
円

▽
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
費

１
０
３
９
万
３
千
円

令和７年９月の町議会第３回定例会において、令和６年度一般会計及び特別会計の決算が承認されました。

令和６年度 令和６年度 まちまちのの決算決算の概要と主な事業の概要と主な事業

令和６年度一般会計歳入歳出決算状況令和６年度一般会計歳入歳出決算状況
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FEATUREFEATURE今月の話題

▽
そ
の
他
、
電
算
推
進
事
業
、

交
通
安
全
対
策
費
な
ど

▼
衛
生
費

５
億
９
７
６
万
３
千
円

　

各
種
健
診
や
予
防
接
種
、
乳

幼
児
医
療
、
診
療
所
等
特
別
会

計
へ
の
繰
り
出
し
な
ど
の
保
健

衛
生
、
ご
み
処
理
対
策
な
ど
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

▽
診
療
所
・
老
健
施
設
特
別
会

計
繰
出
金

２
億
４
５
４
９
万
５
千
円

▽
三
戸
地
区
環
境
整
備
事
務
組

合
負
担
金

　
　

１
億
２
４
２
２
万
４
千
円

▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業

　
　

１
０
５
４
万
７
千
円

▽
そ
の
他
、
合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
事
業
、
廃
棄
物
不
法
投
棄

対
策
事
業
な
ど

▼
農
林
水
産
業
費

４
億
３
１
０
４
万
３
千
円

　

農
林
畜
産
業
の
振
興
対
策
や

▽
道
路
新
設
改
良
事
業

１
億
１
８
０
２
万
４
千
円

▽
除
雪
費 

７
５
５
８
万
１
千
円

▽
そ
の
他
、
道
路
維
持
管
理
事

業
、
住
宅
管
理
事
業
な
ど

▼
消
防
費

　

２
億
５
３
０
４
万
３
千
円

　

消
防
防
災
対
策
の
充
実
な
ど

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

▽
八
戸
広
域
消
防
費
負
担
金

１
億
５
４
６
２
万
２
千
円

▽
消
防
団
ポ
ン
プ
自
動
車
整
備

事
業　
　

５
８
９
６
万
１
千
円

▽
そ
の
他
、
消
防
施
設
の
維
持

管
理
、
消
防
団
の
運
営
や
防
災

対
策
事
業
な
ど

農
地
、
山
林
等
の
保
全
な
ど
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

▽
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制

度
事
業　

４
０
８
９
万
２
千
円

▽
た
っ
こ
に
ん
に
く
振
興
対
策

事
業　
　

３
５
４
７
万
３
千
円

▽
に
ん
に
く
減
収
対
応
補
償
金

２
２
４
６
万
９
千
円

▽
森
林
経
営
管
理
事
業

１
２
８
６
万
３
千
円

▽
そ
の
他
、
農
業
振
興
事
業
、

農
道
整
備
事
業
、
牧
野
管
理
事

業
な
ど

▼
教
育
費

　

４
億
２
８
７
８
万
８
千
円

　

小
・
中
学
校
や
幼
稚
園
に
お

け
る
教
育
、
社
会
教
育
及
び
ス

ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

▽
幼
稚
園
及
び
小
・
中
学
校
管

理
運
営
費

２
億
５
７
３
１
万
４
千
円

▽
図
書
館
運
営
事
業

　
　
　
　

１
４
７
２
万
９
千
円

▽
そ
の
他
、
体
育
施
設
、
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
等
の
運
営
な
ど

▼
土
木
費

　

３
億
８
７
３
０
万
５
千
円

　

道
路
、
河
川
、
公
園
な
ど
の

整
備
、
維
持
管
理
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

▼
商
工
費

　

１
億
９
８
９
９
万
７
千
円

　

商
工
業
の
振
興
や
観
光
施
設

等
の
整
備
、
維
持
管
理
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

▽
商
工
振
興
費

　
　

１
億
１
２
９
５
万
９
千
円

▽
タ
プ
コ
プ
創
遊
村
等
観
光
施

設
維
持
管
理
費
７
２
９
６
万
円

▽
そ
の
他
、
関
係
団
体
等
へ
の

負
担
金
及
び
補
助
金
な
ど

▼
議
会
費
な
ど

▽
議
会
費
（
町
議
会
の
運
営
）

　
　
　
　
　
　

７
５
３
２
万
円

▽
公
債
費
（
町
債
の
償
還
）

５
億
３
１
２
５
万
２
千
円

▽
そ
の
他
、
労
働
費
な
ど

　一般会計及び特別会計とも、
予算の執行については、効率的
かつ適正な執行が行われている
ことを確認し、事業の執行につ
いてもおおむね良好に進捗して
おり成果が認められました。　
　収入未済額においては、後期
高齢者医療保険料は減少傾向に
あるものの、町営住宅使用料、
国民健康保険税、町税は増加傾
向にあります。
　町全体の会計で見ますと、依
然として収入未済額は大きな金
額となっておりますので、滞納
整理の推進と県市町村総合事務
組合との連携を一層強化し、徴
収の効果を上げるとともに適正
な欠損処分処理を望みます。
　次に、歳出面についてであり
ますが、自主財源等の減少が進
むなか、年々厳しさが増す昨今
でありますので、健全かつ着実
な財政運営を図るべく、歳出の
抑制に努めなければならないも

のと思われます。
　よって、今後の事務事業の予
算編成及び予算執行に当たって
は、本町のおかれている現実へ
の認識を深め、職責上の自覚を
持ってこれに望み、行政上の効
果を高めるよう努力していただ
きたいものであります。特に他
団体への補助金交付について
は、補助金交付申請書並びに決
算書の精査を綿密に行い、適正
なる交付を望むものであります。
　特別会計に係わる事業運営
は、後期高齢者医療特別会計、
診療所・老健施設事業特別会計
に係る経費が増加の傾向にある
ため、一般会計からの繰出金依
存度を軽減するためにも、保健
福祉事業等の推進、施設・備品
等の適正管理など創意工夫に努
力することを望みます。

田子町監査委員　　　　
髙沢靖直・菊地健二

●令和７年度（令和６年度分）決算審査意見書（要旨）
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図
書
カ
ー
ド
の
寄
贈
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
※
写
真
１
）

　

10
月
７
日
、
八
戸
法
人
会
三

戸
支
部
の
松
本
順
一
支
部
長
が

山
本
晴
美
町
長
の
も
と
を
訪
れ
、

社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し

て
、
図
書
カ
ー
ド
３
万
円
分
を

町
へ
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

松
本
支
部
長
は
、「
田
子
町

の
町
民
や
、
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
図
書
の
購
入
に
役
立
て
て

ほ
し
い
」
と
目
録
を
山
本
町
長

へ
手
渡
し
ま
し
た
。
山
本
町
長

は
「
町
民
の
希
望
す
る
図
書
の

購
入
な
ど
、
大
切
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
」
と
お
礼
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
今
回
で
15
回
目

と
な
り
、
平
成
22
年
か
ら
令
和

６
年
ま
で
に
２
１
０
冊
の
図
書

が
町
立
図
書
館
へ
寄
贈
さ
れ
て

い
ま
す
。

し
あ
わ
せ
の
ま
ち
づ
く
り

結
婚
祝
い
金
贈
呈
式

（
※
写
真
２
）

　

10
月
９
日
、
役
場
公
室
で

「
田
子
町
し
あ
わ
せ
の
ま
ち
づ

く
り
結
婚
祝
い
金
贈
呈
式
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
事
業
は
、

若
者
世
代
の
夫
婦
が
婚
姻
後
、

引
き
続
き
３
年
以
上
町
内
に
居

住
す
る
意
思
が
あ
る
等
の
条
件

を
満
た
す
場
合
に
、
結
婚
祝
い

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

山
本
町
長
は
「
お
互
い
を
大

事
に
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
家

庭
を
築
い
て
も
ら
い
た
い
。
ま

た
、
田
子
町
を
担
う
人
材
と
し

て
も
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。

　

結
婚
祝
い
金
を
受
け
取
っ
た

川
原
夫
妻
は
「
こ
の
よ
う
な
形

で
祝
い
金
を
い
た
だ
き
明
る
い

気
持
ち
に
な
っ
た
。
家
庭
内
で

気
を
使
い
す
ぎ
ず
、
家
族
で
農

業
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
で
令
和
７
年
度
５
組

目
、
事
業
開
始
か
ら
79
組
目
の

贈
呈
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
対
象
と
な
っ
た
ご
夫
婦

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
川
原
良
樹
・
皐 

夫
妻（

道
前
）

敬
老
祝
い
金
贈
呈
式

（
※
写
真
３
）

　

10
月
10
日
、
辻
フ
ヂ
さ
ん

（
下
本
町
）
の
満
１
０
０
歳
を

お
祝
い
す
る
た
め
、
辻
さ
ん
の

ご
自
宅
で
敬
老
祝
い
金
贈
呈
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
贈
呈
式
で

は
、
山
本
町
長
か
ら
お
祝
い
の

言
葉
と
花
束
が
贈
ら
れ
、
ご
家

族
の
方
と
一
緒
に
長
寿
を
お
祝

い
し
ま
し
た
。

　

辻
さ
ん
は
、
大
正
14
年
10
月

に
三
戸
郡
斗
川
村
で
お
生
ま
れ

に
な
り
、
現
在
は
、
娘
さ
ん
２

人
と
一
緒
に
生
活
し
、
庭
の
草

む
し
り
を
し
た
り
と
元
気
に
暮

ら
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

現
在
、
田
子
町
で
１
０
０
歳

以
上
の
方
は
、
辻
さ
ん
を
含
め

て
10
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度

田
子
町
敬
老
会
（
※
写
真
４
・
５
）

　

10
月
16
日
、
農
業
者
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
令
和
７
年

度
田
子
町
敬
老
会
が
行
わ
れ
、

各
地
区
か
ら
75
歳
以
上
の
町
民

約
２
６
０
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

敬
老
会
で
は
、
１
０
０
歳
到
達

者
５
名
、88
歳
到
達
夫
婦
９
組
、

88
歳
到
達
者
70
名
に
顕
彰
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

授
与
式
後
、
出
席
さ
れ
た
皆

さ
ん
は
、
た
っ
こ
こ
ど
も
園
の

園
児
に
よ
る
お
遊
戯
や
、
町
文

化
協
会
に
よ
る
踊
り
や
歌
謡
な

ど
を
鑑
賞
し
な
が
ら
祝
宴
を
楽

TOPICSTOPICSトピックス

（
写
真
２
）
結
婚
祝
い
金
を
受
け
取
っ
た

　

川
原
夫
妻

（
写
真
１
）
図
書
カ
ー
ド
寄
贈
の
様
子

（
写
真
３
）
満
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
た
辻
さ
ん
（
中
央
）
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TOPICSTOPICSトピックス

（
写
真
５
）
園
児
か
ら
花
束
を
受
け
取
る

　

受
賞
者

し
み
ま
し
た
。

　

顕
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

●
内
閣
総
理
大
臣
祝
状
受
賞
者

及
び
青
森
県
知
事
顕
彰
者

　

１
０
０
歳
到
達
者

▽
小
林
喜
一
郎
（
七
日
市
）

▽
長
畝
と
よ
（
池
振
）

▽
辻
フ
ヂ
（
下
本
町
）

▽
髙
沢
ヤ
ヱ
（
雀
ヶ
平
）

▽
中
村
ニ
ヤ
子
（
夏
坂
）

●
青
森
県
知
事
顕
彰
者

　

88
歳
到
達
夫
婦

▽
佐
野
幸
次
・
八
重
（
舞
手
）

▽
佐
野
榮
次
郎
・
サ
ナ
ヱ（舞

手
）

▽
新
井
田
善
四
郎
・
妙
子（向

山
）

▽
尾
形
源
治
・
き
ゑ
（
池
振
）

▽
椛
本
悌
二
郎
・
美
智
子（椛

山
）

▽
中
村
忠
充
・
富
枝
子
（
道
地
）

▽
梅
内

義
・
き
み
（
山
口
）

▽
中
山
幸
治
・
す
ぎ
子
（
新
田
）

▽
冷
清
水
健
吉
・
イ
ト
子（新

田
）

●
田
子
町
長
顕
彰
者

　

米
寿
顕
彰
者

【
下
田
子
】
栗
木
さ
だ
【
舞
手
】

佐
野
サ
ナ
ヱ
、佐
野
八
重
【
向
山
】

新
井
田
妙
子【
七
日
市
】岩
間
と

し
、
田
畑

子
、
前
川
ト
キ
子
、

宮
永
キ
ク
ノ
、山
沢
正
夫
、森
本

み
ち
【
矢
田
郎
】中
村

美
夫
、

勝
矢
良
一
【
野
月
】
宮
村
フ
ヂ

エ
、
中
村
春
治
、
鈴
木
チ
ヨ
【
種

子
】
西
野
政
太
郎
、西
野
タ
ケ
子

【
野
々
上
】
中
山
キ
エ
、工
藤

美
【
池
振
】
尾
形
き
ゑ
【
椛
山
】

椛
本
悌
二
郎
、西
野
和
子
【
清
水

頭
】尾
形
利
為
、山
市
富
士
雄【
干

草
場
】
中
平
清
【
長
坂
】
木
本

か
つ
ゑ
【
西
舘
野
】
青
木
し
ぎ

【
上
野
】
飯
豊
な
か
、
西
村
千
砂

子
、西
門
ち
さ
【
細
野
】
白
幅
た

け
、
野
崎
千
松
【
明
土
平
】
髙

森
よ
ゑ
【
上
相
米
】田
川
稔
、
田

川
セ
キ
【
根
渡
】
田
中
み
ね
【
風

張
】
杉
沢
貞
子
【
北
側
】
山
本

義
昭
【
南
側
】小
島
孝
次
郎
【
中

本
町
】
池
田
正
儀
【
下
本
町
】

柿
内
熊
男
【
塚
ノ
上
ミ
】
熊
谷

礼
子
【
サ
ン
モ
ー
ル
】
久
保
剛

【
野
面
】坂
本
潔
【
飯
豊
】三
田

エ
イ
子
、
飯
豊
絹
枝
、
内
沢
長
、

髙
橋
一

、
西
張
邦
子
、
内
沢

た
き
【
原
】
白
板
ト
ミ
【
道
地
】

佐
藤
德
一
、中
村
富
枝
子
【
石
亀
】

原
サ
メ
【
杉
本
】
原
ひ
で
、
田

中
舘
さ
よ
【
茂
市
】
腰
巡
コ
ヨ
、

岡
田
く
に
子【
道
前
】
地
良
一
、

村
中
ト
キ
【
嘉
沢
】
藤
村
よ
し
、

藤
村
榮
子
【
山
口
】
梅
内

義
、

山
口
き
く
【
水
亦
】
冨
樫
ソ
ヨ
、

野
中
ハ
チ
ノ
【
新
田
】
中
山
す

ぎ
子
、
平
山
武
夫
、
冷
清
水
イ

ト
子
、
吉
田
節
子

明
治
安
田
生
命
か
ら
「
私

の
地
元
応
援
募
金
」
寄
附

（
※
写
真
６
）

　

10
月
17
日
、
明
治
安
田
生
命

保
険
相
互
会
社
八
戸
支
社
の
佐

藤
恒
寛
支
社
長
が
山
本
町
長
の

も
と
を
訪
れ
、「
私
の
地
元
応

援
募
金
」
50
万
３
４
０
０
円
を

町
へ
寄
附
し
ま
し
た
。

　
「
私
の
地
元
応
援
募
金
」
は
、

よ
り
豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り

に
貢
献
す
る
こ
と
を
め
ざ
す

「
地
元
の
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
一
環
と
し
て
、
明
治
安
田
生

命
グ
ル
ー
プ
の
全
従
業
員
が
、

出
身
地
、
居
住
地
な
ど
、
ゆ
か

り
の
あ
る
地
域
の
自
治
体
に
募

金
し
、
会
社
か
ら
の
寄
附
を
上

乗
せ
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
も

の
で
、
田
子
町
へ
の
寄
附
は
今

年
で
４
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

同
社
と
締
結
し
て
い
る
協
定

で
は
、
健
康
づ
く
り
、
産
業
・

観
光
支
援
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な

ど
、
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け

た
取
り
組
み
と
し
て
、
町
の
行

事
等
で
の
健
康
測
定
会
の
実
施

や
、
相
続
講
座
の
開
催
な
ど
、

（
写
真
４
）
参
加
者
で
に
ぎ
わ
う
会
場（

写
真
６
）
応
援
募
金
寄
附
の
様
子
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　大村優太隊員です。田子町には、
時代の変化に合わせた農業経営感
覚を養うべく、必要な知識や技術
の習得の場として、農業者・就農
予定者を対象とした研修制度「た
っこアグリカレッジ」があります。スタッフとして従事
している私も内容を聞くことができており、田子町のこ
れからの農業に必要な内容を選定してくれているため、
非常に勉強になっています。特に新規就農者の方、これ
から就農を考えている方はぜひご参加ください！ 今後の
糧になるはずです！

　吉村隊員です！ 10月13日、弘
前市土手町のコワーキングスペー
ス「HLS 弘前」にて、田子町の
PR とタコパ交流会を開催しまし
た！ 弘前市や周辺地域の方々、弘
前大学生や若手社会人が参加し、わいわいと南部せんべい
やホタテ、田子産にんにくのバター醤油炒めを具材に商店
街のことやあれやこれやと交流。特に、田子町のにんにく
の歴史を研究する大学生もおり、近く田子町を訪問予定と
のこと。圏域を越えた交流を通じて、田子町の商品や人、
文化を知ってもらう機会となり、今後の新たなつながりの
可能性を感じる時間となりました！

　皆さまこんにちは！ 大西隊
員です。10月初めに開催された
第40回にんにくとべごまつり
に合わせて、姉妹都市のギルロ
イ市から４名が訪問され、５日間同行させていただきまし
た。中には初めて日本を訪れた方もおり、田子町ならでは
の食文化や交流を楽しまれていました！ 僕たちもたくさん
の刺激をもらい、お互いに素敵な交流ができたことがうれ
しかったです。写真は、同じくまつりを訪れた千葉県多古
町とギルロイ市の皆様が楽しまれている様子です。また遊
びに来てくださいね!

　川原隊員です！「にんにく
とべごまつり」をはじめ、イ
ベントが盛りだくさんだった
10月。町の活気を感じること
ができ、とてもうれしかったです。10月25日・26日に
は、東北の祭りやグルメが東京に集結する「なかの東北
絆まつり」で、田子町の PR 活動に携わりました。
　あいにくの雨でしたが、多くの方々がブースに足を運
び、ステージでは「田子町ナニャドヤラ保存会」による
踊りが披露され、会場は大いに盛り上がりました！ 改め
て田子町のブランド力を実感しました。
たっこまち地域おこし協力隊☆活動録

◆“初”弘前でイベントを開催しました！　　　

◆ようこそ田子町へ！　　　

◆なかの東北絆まつりでPR！

◆アグリカレッジへのご参加を！ 　　　　
たっこまち地域おこし協力隊☆活動録

（
写
真
８
）
応
急
処
置
訓
練
の
様
子

（
写
真
７
）
通
報
訓
練
の
様
子

様
々
な
か
た
ち
で
ご
支
援
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

応
援
募
金
を
受
け
取
っ
た
山

本
町
長
は
、「
皆
様
の
想
い
を

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

令
和
7
年
度
田
子
町
総
合

防
災
訓
練
（
※
写
真
７
・
８
）

　

10
月
18
日
、
旧
上
郷
小
学
校

で
令
和
７
年
度
田
子
町
総
合
防

災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
、
地
震
に
よ
る
大
規
模
火

災
や
土
砂
災
害
、
家
屋
倒
壊
等

を
想
定
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
の
訓
練
で
は
、
消
防

団
員
に
よ
る
延
長
約
５
０
０
ｍ

の
中
継
送
水
訓
練
や
、
上
空
か

ら
の
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
被
害
状

況
調
査
訓
練
、
住
民
の
避
難
所

へ
の
誘
導
、
傷
病
者
の
救
護
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

の
見
学
と
概
要
説
明
が
行
わ
れ

た
後
、
５
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
体
験
訓
練
が
行
わ
れ
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
応
急
処
置
訓

練
、
消
火
栓
を
使
っ
た
消
火
訓

練
、
火
災
や
救
急
発
生
時
に
情

報
を
正
確
に
伝
え
る
た
め
の
通

報
訓
練
等
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

終
了
式
で
は
、
三
戸
消
防
署

の
高
橋
信
明
署
長
よ
り
「
自
主

防
災
会
を
は
じ
め
、
多
く
の
地

域
の
方
々
が
訓
練
に
参
加
し
、

避
難
所
運
営
訓
練
や
救
護
訓
練

に
取
り
組
む
姿
を
見
て
心
強
く

思
い
ま
し
た
」
と
講
評
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
山
本
町
長
か

ら
は
「
今
後
と
も
、
多
く
の
関

係
機
関
と
連
係
を
し
な
が
ら
、

共
に
地
域
の
安
心
安
全
を
守
っ

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
訓
示
が

あ
り
ま
し
た
。

TOPICSTOPICSトピックス
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INFORMATIONINFORMATIONお知らせ

■  収入保険の保険料を助成します
　～リスクへの備えはできていますか？～
　町では、自然災害による収量減や市場価格の下落な
ど、農業者の経営努力では避けられない様々
なリスクによる収入減少に備え、全国農業共
済組合連合会を保険者とする収入保険に加入
する費用に対し、補助を実施します。

▼対象保険料　掛捨て保険料及び付加保険料
▼補助額

区分 補助率 補助限度額
１年目 １／４以内 ３万円

２年目 ３／２０以内 ２万円

※収入保険に加入するには、青色申告をしていることが条件と
なります。

※青森県農業共済組合が一括して申請を行うことになります。

問青森県農業共済組合南部支所（宮川）
☎０１７６－２２－８１５１

問役場産業振興課１次産業戦略推進グループ（久保）
☎２０－７１１５

■  年末年始の一般家庭ごみ収集のお知らせ
１２月２８日（日）～１月４日（日）は、
「ごみ」の収集をお休みします。

12月 １月
25
（木）

26
（金）

27
（土）

28
（日）

29
（月）

30
（火）

31
（水）

1
（木）

2
（金）

3
（土）

4
（日）

5
（月）

6
（火）

第
２
地
域

第
１
地
域

資
源
ビ
ン

第
２
地
域

第
１
地
域

※収集日以外の日には、集積箱に空
きがある場合でも、「ごみ」を出
さないでください。

※年末年始明けは、多くの「ごみ」の排出が予想さ
れますが、集積箱や指定場所付近の飛散・散乱防止
に十分お努めください。

問役場住民課住民環境グループ（小坂）☎２０－７１１３

収集をお休みします収集をお休みします

■  令和７年度田子町耕作放棄地再生対策事業
　の募集について
　町では、農地の確保及び有効利用によ
る農業の発展と経営の安定、環境保全を
図るため、荒廃した農地の再生作業、遊
休農地を活用した農作物の栽培等に係る
経費に対して支援します。
　補助金を受けるための条件は以下のとおりです。
①対象農地　町内にある農地のうち、以前耕地であっ

たもので過去１年以上作物が栽培されず、かつ、数
年の間に再び耕作の予定がない土地

②対象者　町内に住所があり、雑草や雑木の除去・深
耕・整地、肥料・有機資材の投入による土壌改良な
どの再生作業を行い、対象農地を３年以上効率的か
つ継続的に利用できる方

③補助金額　事業に要した費用の１／２以内の額、ま
たは、作業内容に応じて１０a あたり最大６万円のい
ずれか低い額

④申請期間　１２月２６日（金）まで

　事業実施にあたっては、上記以外にも各種要件があ
りますので、詳細については下記までお問い合わせく
ださい。

問役場産業振興課（袖村）☎２０－７１１６

■  農地を貸したい方と、農地を借りたい方を
　募集中～農地中間管理機構に申込してみましょう！～
　農地の所有者で、経営規模を縮小する方、
または農業をリタイアする方で、作付けし
なくなった農地を、農地中間管理機構へ貸
してみませんか？
　機構は、農地の所有者から借り受けた農地を、規模
拡大したい担い手等に対して貸借契約をする「農地中
間管理事業」を行っています。
　これは、農地の所有者・機構・農地の担い手の３者
での契約であり、公的機関が間に入っていることから、
安心した契約が行えます。また、担い手に貸し付ける
ことで、耕作放棄地の増加が抑えられるとともに、農
地の有効活用が図られます。
　農地を貸したい意向がある方、農地を借り受ける意
向がある方は、担当課までご相談ください。相談は、
随時受付しています。
　詳細については、産業振興課、農業委員会または支援
センターへご相談ください。町のホームページへも詳
細を掲載しておりますので、そちらもご覧ください。

問役場産業振興課（袖村）☎２０－７１１６
問田子町農業委員会（工藤）☎２０－７１２０
問公益社団法人あおもり農業支援センター
　（青森県農地中間管理機構）☎０１７－７７３－３１３１
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INFORMATIONINFORMATIONお知らせ

■  八戸圏域連携中枢都市圏事業
　学ぼう！冬休み一次救命とＡＥＤの使い方
▼日　時　１月７日（水）午後２時～４時
▼場　所　八戸市立市民病院北棟２階 大会議室Ａ
▼対象者　小学生以上の子どもとその保護者
▼受講料　無料
▼定　員　２５組　※申込多数の場合抽選
▼申込期間　１２月５日（金）～１１日（木）
▼申込み　ＱＲコードからご確認ください。

問八戸市保健総務課 ☎０１７８−３８−０７０６

■  水道の凍結について
　１２月から３月にかけて、水道の凍結事
故が多発します。水道が凍結すると、水が
出なくなるだけでなく、凍結修理に費用が
かかりますのでご注意ください。
　また、次のようなときは、水道の凍結の恐れがあり
ますので、注意が必要です。
▽外気温がマイナス４℃以下になったとき。
▽おやすみ前や、旅行などで家を留守にするなど、長

時間水道を使用しないとき。
▽真冬日（１日中外気温が氷点下の日）が続いたとき。

◎水道の凍結防止について
　水道凍結への対策は、次のようなことがあります。
▽水抜き栓（白またはオレンジのハンドル）を回し、

水抜きをしっかりとする。
▽水道管の保温（保温材や毛布、タオルなどを水道管

に巻き付ける）
●水抜きの手順
１．蛇口がしまっていることを確認する。
２．水抜き栓のハンドルを右に回す。（最後まで閉め

てください。）
３．蛇口を開ける。
４．最後に蛇口に手を当て、吸い込まれる感じがすれ

ば、水抜き完了となります。
※水抜き栓の場所
　水抜き栓の場所は、台所・トイレ・洗面所・お風呂
など各場所にあります。また、その中でも一目でわか
るもの（蛇口付近）や床下、外付けの場合があります。
目につかなければ、床にある蓋のようなものの中や家
の外を探してみましょう。

◎水道が凍結した場合について
　水道が凍結した時は、次のことをする必要があります。
１．ストーブ等の暖房器具を使って、室内をゆっくり

と暖めましょう。
２．露出している管（保温管などは取り外す）や、蛇口

などにタオルを巻き付け、上からお湯をゆっくりか
けると、水が出るようになります。

※解氷のため、蛇口などに直接お湯をかけたり、直火
を当てたりしますと、破裂や火災の危険があります
のでご注意ください。また、熱湯ではなく、ぬるま
湯（30℃～40℃程度）を使用してください。熱湯を使
用しますと、蛇口や水道管の破裂の原因となります。

３．解氷ができない、または破損してしまった場合は、
水道業者に依頼してください。

※修理費用は、お客様のご負担となります。　

問役場建設課水道グループ （山市）☎２０－７１１８

■  令和７年度青森県ゲートキーパー養成講座
　《働き盛りの方と、そのご家族向け》
　今、悩みを一人で抱え込み、孤独を感じている人が
増えています。これを読んでいるあなたも、時には落
ち込むことがあるでしょう。また、身近な人や大切な
人が落ち込んでいたらとても心配になりますよね。
　ゲートキーパーとは、落ち込んでいる人に気づき、
声をかけてあげられる人のことです。「あの時、声をか
けてあげていれば」、「どうして早く相談してくれなか
ったんだ」と思わずに済むように、一緒に誰かの「い
つもと何かが違う」に気が付き、助けるための一歩を
踏み出す方法について学んでみませんか？

▼日時　１２月７日（日）午後２時～３時３０分
▼会場　八戸市津波防災センター
▼内容　青森県ゲートキーパー養成講座
　　　　講師　浅田英輔（公認心理師・臨床心理士）
▼申込方法　専用応募フォームから申込、

または出席者氏名・電話番号をＦＡＸで
お申込みください。 

▼参加費　無料

問青森県公認心理師・臨床心理士協会事務局（相馬）
　jimu@aomorisccp.jp　FAX ０１７−７７１−４９６９

■  母子（父子・寡婦）家庭への就学支度資金、
　修学資金貸付相談
　令和８年４月に高校・大学等に進学する子のいる母
子（父子・寡婦）家庭への就学支度資金・修学資金予約
貸付の申請受付をします。
　申請する前に貸付条件などの説明を行いますので、
電話連絡の上、来所してください。（１時間程度）

▼申請受付期間　令和８年１月３０日（金）まで

問青森県三戸福祉事務所福祉調整課
　☎０１７８−２７−５１１１　内線３４７
　FAX ０１７８−２７−４５０９
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INFORMATIONINFORMATIONお知らせ

■  県税の納税証明書交付申請時の本人確認
　県税の納税証明書の交付申請をするときは、納税義
務者本人（法人の場合は代表者本人）または代理人本人
確認のため、顔写真付きの公的書類をご持参ください。

（顔写真がない公的書類の場合は２枚提示が必要です。）
　なお、納税義務者本人以外の方が交付申請の手続き
を行う場合は、あらかじめ申請用紙の委任欄に納税義
務者本人が自署するか、納税義務者本人が自署した委
任状をご提出ください。

問青森県三八県税事務所納税管理課
　☎０１７８−２７−５１１１　内線211、357、327

■  事業主の皆様へ　従業員の個人住民税は
　「特別徴収」が義務づけられています
　所得税の源泉徴収義務がある事業主の方は、個人住
民税についても、事業主が従業員に代わり毎月支払う
給与から税額を引き去りして納める「特別徴収」が義
務づけられています。
　事業主の方は、対象となる従業員の分について、来
年１月末までに、給与支払報告書を「特別徴収」とし
て町に提出してください。
　県と町では、個人住民税の特別徴収制度の周知と徹
底に取り組んでいます。皆様のご理解とご協力をお願
いします。
▼対象　前年中に給与の支払いを受け、かつ当年の４

月１日において給与の支払いを受けている従業員

問役場税務課（大久保）☎２０−７１１２
問青森県三八県税事務所納税管理課

　☎０１７８−２７−５１１１　内線205

■  青の煌めき あおもり障スポリハーサル大会
　出場者募集！
　団体競技は第２５回全国障害者スポーツ大会北海道・
東北ブロック予選会を兼ね、個人競技は日本のひなた
宮崎障スポにおける青森県選手選考の参考となります。
　対象競技や競技会場につきましては、下記お問合せ
先のホームページにてご確認ください。

▼大会期日　令和８年５月３０日（土）・３１日（日）
▼申込期限　１２月１２日（金）

問青の煌めきあおもり国スポ・障スポ実行委員会事務局
　https://aomorikokuspo2026.pref.aomori.lg.jp/shospo/
　rehearsal/　　☎０１７−７３４−９１８５
▼申込先　役場住民課福祉グループ ☎２０−７１１９

■  今年も『冬のあおたびキャンペーン』
　が始まります！
　昨年度に引き続き、青森県民の皆さんがお
トクに宿泊できる「冬のあおたびキャンペーン」を実
施します。キャンペーン期間中に県内の参加宿泊施設
に泊まると、割引やプレゼントなどのうれしい特典が
もらえます。さらに、県内の参加立寄店舗でも様々な
特典をご用意しています！
　新企画 “あおたびＷチャンス” では、抽選でペア宿
泊券などの豪華景品が当たるかも！？
　おトクがいっぱいのこの機会に、県内のいろいろな
場所にお出かけしてみませんか？

▼キャンペーン期間
　１２月１日（月）～令和８年３月３１日（火）
▼キャンペーン対象者　青森県内の居住者

※複数人グループでの予約の場合、グループ内に青森県内に
お住いの方が１名でもいれば、全員が本キャンペーンの対象
となります。※チェックイン時に居住地が確認できる身分証
明書をご持参ください。

▼キャンペーン特典
⑴宿泊施設特典：宿泊代金の割引または特典
⑵立寄店舗特典：各種代金の割引または特典

◎新企画「あおたびＷチャンス」
　キャンペーン参加宿泊施設のうち、Ｗチャンス対象
の宿に泊まると抽選でペア宿泊券などの素敵なプレゼ
ントが当たります。応募条件など詳しくはキャンペー
ン公式サイトをチェック！

◎冬のあおたびキャンペーン公式サイト　
https://fuyuno-aotabi.jp/

■  必ずチェック最低賃金！ 使用者も、労働者も
　青森県最低賃金改定のお知らせ
　青森県最低賃金が改定されま
す。金額は右記のとおりです。

　改定前の青森県最低賃金（９５３円）から７６円の引き
上げとなります。
　青森県最低賃金は、青森県内で働く全ての労働者に
適用されます。製造業と小売業の一部には、特定（産
業別）最低賃金が定められています。青森労働局長の
許可なく青森県最低賃金額以上の賃金を支払わなかっ
た場合は、最低賃金法違反となり、罰則規定（５０万円
以下の罰金）が適用されることがあります。
　業務改善助成金については、コールセンター（☎０
１２０－３６６－４４０）にお問い合わせください。最低
賃金引上げに向けた支援策、その他相談については「青
森働き方改革推進支援センター」（☎０８００－８００－１
８３０）にお問い合わせください。
　詳しくは、青森労働局ホームページからもご
覧になれます。（https://jsite.mhlw.go.jp/aomori-
roudoukyoku/home.html）

問青森労働局労働基準部賃金室 ☎０１７－７３４－４１１４

時間額１，０２９円
（１１月２９日から）
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公民館情報
■行事等に関するお問い合わせは、田子町中央公民館（☎２０－７０７０ 担当：中村）

または上郷公民館（☎３３−１８１１）までお願いします。

田子ひとくるめゃ文化祭
　田子ひとくるめゃ文化祭が10月25日・26日の２日
間、中央公民館・農業者トレーニングセンター、コミ
ュニティ広場・みろく館を会場に開催されました。
　中央公民館では、健康予防 e スポーツ体験、測定器
で健康チェック、診療所・老健・訪問看護の健康コー
ナー、地域おこし協力隊コーナー、組子細工体験、お
茶会、鳥獣ハンターＶＲ体験などが開催されました。
　農業者トレーニングセンターでは、田子町文化協会
作品展、たっこにんにく共進会展示、園児・児童・生
徒作品展、各団体作品展など、どの作品も１年間の集
大成としての力作が展示されました。また、My 箸づ
くりやネイチャーストラップづくりなど体験コーナー
も開催され、多くの方でにぎわいました。
　コミュニティ広場では、農林業体験、働く重機体験、
にんにく詰め放題、脱穀体験、また公用車車庫前では
ストラックアウト大会が行われ、多くの方に参加いた
だきました。
　みろく館では、町内事業所紹介、郷土料理づくり体
験、藍染め体験、空き家無料相談会、だがし屋みろく
が開催されました。
　そして、農業者トレーニングセンター前の特設ステ
ージでは、ATSUSHI DANCE SCHOOL、マノアリノ
フラスタジオ、たっここども園等によるステージ発表、
田子神楽養成講座成果発表会、たっこにんにく共進会
表彰式、農産物どっぴき等が行われました。
　会場に足を運んでくださいました皆様、出展者、出
店者、出演者、関係各位の皆様、ありがとうございま
した。来年もよろしくお願いいたします。

田子神楽養成講座成果発表会
　10月26日、「田子ひとくるめゃ文化祭」の特設ステ
ージにて、半年間にわたる練習の成果をお披露目しま
した。園児から中学生35名の受講生が、４演目（笠
舞・番楽・傘舞・盆舞）を披露しました。
　多くの方が見守る中、子どもたちは講座で覚えた演
目を披露し、緊張しながらも一生懸命舞う姿に、演目

が終わるたび、客席からは大きな拍手が送られました。
　受講生のみなさん、受講生保護者の皆様、また講座
の指導に携わった田子神楽保存会技芸部の皆様、あり
がとうございました。

●歴史講座
▽と　き　12月４日（木）午後７時～９時
▽ところ　みろく館
▽内　容　田子梅内文書を読むⅡ
▽持ち物　筆記用具

●ナニャドヤラ講座
▽と　き　12月３日（水）・10日（水）・17日（水）
　　　　　24日（水）午後７時～９時
▽ところ　中央公民館ホール
▽対　象　小学生以上（高校生以下の方は保護者同伴）
　※事前申し込みは不要です。会場まで直接お越し
　　ください。

●いけばな講座
▽と　き　12月23日（火）午後６時30分～８時30分
▽ところ　中央公民館研修室
▽参加費　花材代1,000円程度
▽持ち物　花鋏、水入れ用ボウル、タオル等
　※12月12日（金）までの申込みが必要です。

●フラワー教室
▽と　き　12月24日（水）午後７時～９時
▽ところ　上郷公民館研修室
▽参加費　3,000円程度
▽内　容　お正月の花
　※12月15日（月）までの申込みが必要です。

※日程や内容を変更する場合があります。講座に関する情
報は都度ＴＣＶやデータ放送、チラシでお知らせします。

みんなでチャレンジ
公民館講座のお知らせ
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●料理、園芸
▽豆腐＆お揚げさんの大満足レシピ

／596ト
▽すべてを蒸したいせいろレシピ、

おかわり！／りよ子／596リ
▽家庭菜園困ったときのＱ＆Ａ／

626フ
●歴史・時代小説
▽時代小説ザ・ベスト2022／913ジ
▽こいもよう／恋情／時代小説傑作

選／913ジ
▽志記１／遠い夜明け／髙田郁／

913タ
▽みこころ／風の市兵衛２−35 ／

辻堂魁／913ツ
▽松かさ長者／おやこ相談屋雑記帳

６／野口卓／913ノ
▽行雲流水／おやこ相談屋雑記帳７

／野口卓／913ノ
▽霧惑い／古道具屋皆塵堂15 ／輪

渡颯介／913ワ
●ミステリー、警察小説
▽職分／萩尾警部補４／今野敏／

913コ
▽スピーチ／まさきとしか／913マ
▽うたかたの娘／綿原芹／913ワ
●そのほかの小説など
▽みちゆくひと／綾瀬まる／913ア
▽キャベツ炒めに捧ぐリターンズ／

井上荒野／913イ
▽宙色のハレルヤ／窪美澄／913ク
▽星の教室／髙田郁／913タ
▽水は動かず芹の中／中島京子／

913ナ
▽総理にされた男２／中山七里／

913ナ
▽エピクロスの処方箋／夏川草介／

913ナ
▽ハレーション／森沢明夫／913モ
●エッセイなど
▽死ぬとき後悔するのは「しなかった」

こと／サイモン・ボアス／114ボ
▽お悩み相談そんなこともアラーナ

／ヨシタケシンスケ／159ヨ
▽人生、山あり“時々”谷あり／田部

井淳子／786タ
▽90歳、男のひとり暮らし／阿刀

田高／914ア
▽飼い犬に腹を噛まれる／彬子女王

／914ミ
▽兄の終い／村井理子／916ム

図書館情報

図書館おやすみカレンダー

▼色の濃い日が休館日です。

図書館の開館時間
　水〜土 午前10時〜午後６時
　日曜日 午前10時〜午後４時

図書館休館日
　毎週月曜日・火曜日・祝日・

12月は第３木曜日（館内整理日）

12月の図書館行事
▼12 ／３（水）午前10時
　ブックスタート／せせらぎの郷
▼12 ／17（水）午前10時
　セカンドブック／せせらぎの郷
▼12 ／28（日）～１／６（火）
　年末年始休館日

田子町立図書館（担当：川村）☎２０‐７２２１

「クリスマスとお正月」特集

　楽しいことがたく
さんある12月です。
クリスマス絵本や十
二支のお話、冬の工
作、冬のおやつ作り、
おもてなし料理な
ど、楽しい本を集め
て展示･貸出します。

○めがねうさぎのク
リスマスったらク
リスマス

○どこ？クリスマスのさがしもの
○クリスマス正月の工作図鑑
○冬のこうさく

○ルルとララの手作りスイーツ冬のお
菓子

○年取りと正月の料理

●「クリスマスとお正月の本」展示と貸出

▽期間
　12月13日（土）～１月７日（水）
▽対象　小学生以下の子ども
▽内容　期間中に何冊の本を借りて

読むことができるか、自分の記録に

挑戦します。台紙に本の題名を書い
てください。小さいお子さんは親子
で参加できます。本をたくさん借り
た人には、賞状とプレゼントがあり
ます。

　図書館の館内整理休館日は毎月第４木曜日ですが、12月の館内整理休館
日は12月18日第３木曜日となります。どうぞご了承くださるようお願いし
ます。

▽期間　12月28日（日）～１月６日（火）の10日間

　利用者のみなさまには大変ご不便をおかけしますが、どうぞ
ご了承ください。この期間中は「ブックポスト」には返却せず、
１月７日（水）以降の返却をお願いします。

●冬休み「読書マラソン」参加者募集

●12月館内整理休館日変更のお知らせ

●年末年始休館日のお知らせ
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誕生

●富倉擢
たくと

人（大成・佳奈）／川向
※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

お悔やみ
●小笠原英世（65歳）茂市
●下口ふぢゑ（91歳）新田
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です

町
の
人
口

令
和
７
年
10
月
31
日
現
在

世帯数／2047（±０）
人口／4609（−５）
男／2228（−３）
女／2381（−２）

（　）内は前月比です

情報スクランブル　
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寒
い
季
節
に
な
り
、
暖
房
器

具
な
ど
を
使
用
す
る
機
会
が
多
く

な
り
ま
す
。
使
用
前
に
点
検
を
し

て
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
安
全
に

正
し
く
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
暖
房
器
具
の
取
扱
い

・
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
周
り
に
、
燃

え
や
す
い
物
を
置
か
な
い
。

・
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
上
で
、
洗
濯

物
を
乾
か
さ
な
い
。

・
燃
料
を
補
給
す
る
と
き
は
、
完

全
に
火
が
消
え
て
か
ら
行
う
。

・
燃
料
は
、
油
の
種
類
を
確
認
し

て
か
ら
補
給
す
る
。

　

火
災
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に

と
ど
め
る
た
め
、
次
の
対
策
を
講

じ
ま
し
ょ
う
。

○
住
宅
防
火
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
寝
室
な
ど
正

し
い
場
所
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

・
火
の
勢
い
が
弱
い
う
ち
に
消
火

す
る
た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
を

設
置
し
ま
し
ょ
う
。

・
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
延
焼
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
災
害
情
報
案
内
の
番
号
を
変
更

し
ま
し
た 

☎
０
５
０
‐
５
５
３

６
‐
５
９
８
５

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

☎
32
‐
３
１
０
４

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
高
齢
者
の
交
通
事
故
を
防
止
し

よ
う

　

日
没
が
早
く
な

り
、
帰
宅
時
間
帯
と

重
な
る
こ
と
か
ら
、

夕
暮
れ
か
ら
夜
間
に
か
け
て
交
通

事
故
が
多
発
す
る
傾
向
に
あ
り
、

な
か
で
も
高
齢
者
の
方
の
被
害
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
歩
行
者
の
交
通
安
全
対
策

①
正
し
い
横
断
方
法
の
実
践

　
（
ハ
ン
ド
＆
サ
ン
ク
ス
の
実
践
）

　

道
路
を
横
断
す
る
際
は
、
ハ
ン

ド
＆
サ
ン
ク
ス
を
心
掛
け
、
正
し

い
横
断
歩
道
の
渡
り
方
を
実
践
し

ま
し
ょ
う
。

　

ハ
ン
ド
＆
サ
ン
ク
ス
と
は
、
横

断
す
る
歩
行
者
が
「
手
を
上
げ

る
・
運
転
手
に
顔
を
向
け
る
」
な

ど
の
行
為
を
す
る
こ
と
で
、
ド
ラ

イ
バ
ー
に
横
断
す
る
意
思
を
明
確

に
伝
え
、
停
止
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー

へ
「
あ
り
が
と
う
」
の
気
持
ち
を

表
す
も
の
で
す
。

②
明
る
い
目
立
つ
色
の
服
装
や
反

射
材
の
活
用

　

夜
間
の
外
出
時
は
、
明
る
い
目

立
つ
色
の
服
装
や
反
射
材
を
活
用

し
ま
し
ょ
う
。

　

反
射
材
を
着
用
し
て
い
る
歩
行

者
は
着
用
し
て
い
な
い
歩
行
者
に

比
べ
て
２
倍
以
上
離
れ
て
い
て
も

発
見
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

▼
三
戸
警
察
署
田
子
警
察
官
駐

在
所　
　
　

☎
32
‐
３
１
０
９

2
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30

特定健診結果説明会（上郷公民館）
午前9:30〜11:30、午後2:00〜3:30

3
（水）

乳児健診（せせらぎの郷）
午後1:00〜3:30

4
（木）

高血圧予防教室（せせらぎの郷）
午前10:00〜11:30

5
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:30

9
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30

10
（水）

予防接種（せせらぎの郷）
午後1:00〜3:00

たっこオレンジカフェ（みろく館）
午前10:00〜11:30

11
（木）

特定健診結果説明会（せせらぎの郷）
午前9:30〜11:30、午後1:30〜3:30

12
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:30

12
（金）

糖尿病予防教室（せせらぎの郷）
午前10:00〜11:30

14
（日）

特定健診結果説明会（せせらぎの郷）
午前9:30〜11:30

16
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30

17
（水）

こども健診（せせらぎの郷）
午後1:00〜3:30

19
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:30

23
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30

24
（水）

予防接種（せせらぎの郷）
午後1:00〜3:00

25
（木）

特定健診結果説明会（せせらぎの郷）
午前9:30〜11:30、午後1:30〜3:30

26
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:30

12月の主な保健・介護予防事業予定表

役場地域包括支援課 ☎２０−７１００

　夫婦や内縁、同居しながら交際する間柄で、相手から殴る・
蹴る等の暴力や心身に有害な影響を及ぼす言動を受けることを
ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）といいます。
　暴力行為や脅迫言動は、夫婦げんかの延長だと思われがちですが夫婦間
であっても犯罪です。ＤＶは被害者の被害者意識が希薄であったり、暴力
被害が内在化することが特徴です。

■  女性に対する暴力をなくそう
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●
文
化
祭
「
夢
双
」
～
保
護
者
編
～

　

10
月
19
日
、
本
校
文
化
祭
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
文
化
祭
テ
ー
マ
は
「
夢
双
」。

「
夢
」
と
い
う
字
に
は
「
生
徒
一
人
一
人

が
も
っ
て
い
る
夢
や
ア
イ
デ
ア
が
そ
れ

ぞ
れ
の
個
性
と
し
て
存
在
す
る
」
と
い

う
こ
と
、「
双
」
に
は
、「
そ
れ
ぞ
れ
が
違

う
場
所
（
立
場
）
に
い
る
人
た
ち
が
、

文
化
祭
と
い
う
一
つ
の
舞
台
（
目
標
）

で
つ
な
が
る
」
と
い
う
こ
と
、
そ
ん
な

思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
と
、
生
徒

会
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
保
護
者

の
皆
様
も
ま
さ
に
「
夢
双
」
で
し
た
。

【
夢
双
～
保
護
者
編
～
そ
の
①
】

　

今
年
は
「
第
２
回
Ｐ
Ｔ
Ａ
環
境
整
備

作
業
」
で
窓
拭
き
を
行
い
ま
し
た
。
当

日
集
ま
っ
た
の
は
生
徒
も
含
め
て
90
人

超
。
先
生
方
の
不
安
も
何
の
そ
の
！ 

私

た
ち
教
職
員
よ
り
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん

方
の
ほ
う
が
手
際
よ
く
、
段
取
り
よ
く

進
め
て
く
れ
ま
し
た
。
お
か
げ
で
、
外

の
見
晴
ら
し
よ
く
文
化
祭
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

【
夢
双
～
保
護
者

編
～
そ
の
②
】

　

文
化
祭
で
の
昼

食
は
、
い
つ
の
時

代
も
楽
し
み
な
も

の
の
ひ
と
つ
。
し

か
し
、
ど
の
学
校

で
も
コ
ロ
ナ
禍
を

期
に
食
堂
関

係
は
縮
小
し
、

少
し
ず
つ
か

つ
て
の
活
気

を
取
り
戻
し

て
き
て
い
る

の
が
現
状
で
す
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
務
委
員

会
の
打
合
せ
で
「
ス
イ
ー
ツ
も
増
や
そ

う
！ 

そ
し
て
も
っ
と
、
地
元
田
子
で
扱

っ
て
い
る
商
品
や
食
材
を
生
か
し
た
も

の
を
、
子
ど
も
た
ち
に
提
供
し
よ
う
！
」

と
の
気
運
が
高
ま
り
、
一
気
に
メ
ニ
ュ

ー
を
増
や
し
ま
し
た
。
先
生
方
の
不
安

も
何
の
そ
の
！  

販
売
予
定
時
間
（
シ
フ

ト
）
よ
り
も
早
く
、
委
員
の
方
は
完
璧

な
販
売
ス
タ
イ
ル
で
集
合
。“
す
べ
て
は

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に
”
そ
ん

な
思
い
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
喜
び
の
声
、

と
同
時
に
卒
業
生
た
ち
か
ら
は
「
い
い

な
ぁ
…
」
と
い
う
羨
望
の
眼

差
し
も
。
食
堂
部
門
は
大
成

功
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

保
護
者
の
皆
様
の
「
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
」
と
い
う

思
い
の
強
さ
、
ま
た
、
地
域

の
底
力
（
資
源
）
を
実
感
し

ま
し
た
。
生
徒
の
文
化
祭

「
夢
双
」
は
大
成
功
。
保
護
者

版
「
夢
双
」
も
ま
た
、
大
成

功
で
し
た
。

　
（
原
稿
・
画
像
提
供　
田
子
中
学
校
）

学
校
の
話
題
　
田
子
中
学
校

　情報スクランブル

TCV（田子町ケーブルテレビジョン）からのお知らせ　　

◎サポートセンター（月曜〜金曜　午前９時〜午後５時）
　☎０１２０−５５７−７５９（祝日を除く）
　加入の申込・変更・廃止、ケーブルの移設などの際にご連絡ください。
◎故障受付（24時間）　☎０１２０−２６２−７５０
　テレビが映らない、などの故障時にご連絡ください。

　情報スクランブル

宝
富
士
郷
土
力
士
の
は
な
型
よ
夢
や
希
望
を
沢
山
い

た
だ
き
ま
し
た 

宝
富
士
な
が
い
間
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
後
進
の
た

め
に
励
ん
で
下
さ
れ

敬
老
会
ぢ
さ
ま
ば
さ
ま
の
若
い
こ
と
わ
れ
も
八
十
路

の
ば
ば
と
は
な
り
ぬ 

新
井
田
衣

秋
深
し
年
に
一
度
の
鍋
祭
り
懐
か
し
き
人
に
も
会
い

し
嬉
し
さ 

本
年
も
敬
老
会
の
賑
々
し
来
年
も
又
再
会
を
約
束
し

て 初
め
て
の
女
性
の
総
理
誕
生
に
国
民
の
期
待
活
躍
祈

る
　 

貝
守
多
恵

蚊
帳
吊
り
し
寝
床
で
ね
む
る
幼
き
日
板
戸
の
隙
間
を

夜
風
が
通
る 

毎
日
が
暑
い
暑
い
と
思
ふ
間ま

に
山
は
紅
葉
錦
秋
の
秋

に 憂
愁
の
影
お
と
す
庭
の
飛
石
に
坐
り
て
見
上
げ
る
秋

の
高
空 

柳
田
麗
子

タプコピアン文芸
タプコプ短歌会（代表　柳田麗子）

短
歌
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広
報
た
っ
こ
２
０
２
５
年
12
月
号
（
令
和
７
年
11
月
19
日
発
行
）
通
算
第
７
９
３
号

発
行
・
編
集
＝
田
子
町　

青
森
県
三
戸
郡
田
子
町
大
字
田
子
字
天
神
堂
平
81

電
話

 0
1
7
9
-3

2
-3

1
1
1（

代
表

）　
FA

X
 0

1
7
9
-3

2
-4

2
9
4

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 https://w
w

w
.to

w
n.takko.lg

.jp/　
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

 takko
-info

@
to

w
n.takko.lg

.jp
［

制
作

印
刷

］
有

限
会

社
 赤

坂
コ

ピ
ー

ラ
イ

ツ
ジ

ム

住み慣れた田子町で助け合いながら暮らし続けられる

地域共生社会とは
住み慣れた地域で暮らし続けるために、地域の住民が互いに支え合い、共に暮らしやすい環境を作る社会
のことです。高齢者や障がい者をはじめ、すべての人々が地域で孤立せず、安心して暮らし続けられるよ
う、地域資源や人々のネットワークを活用し、共に助け合う社会を目指すものです。

「田子町型地域共生社会」の実現へ連 載

【紹介】  田子町老人福祉センター
　田子町老人センターは、高齢者の健康づくりや生きがいづくりの場であると同時に、地域の多様
な人々がつながり支え合う拠点です。　
　温泉を利用される方はもちろん、年２回の草刈りや、高齢者と子どもたちが一緒に大掃除をして
お掃除のコツを伝授されたりと、ボランティア活動・世代間交流の場としても活かされています。
　また、町内の各団体の集まりや総会の会場としても使用されています。こうした日常的な交流と
相互理解が、地域共生社会の実現に向けた具体的な一歩となります。

はじめてのハッピーバースデイ　令和６年11月に生まれた満１歳のお友だちです。

●山内隆
りゅうのすけ

ノ介ちゃん
Ｒ6.11.1

（柴倉・男の子）
じゃん♪じゃん♪ジャ
ンプ♬じゃん♪じゃん
♪ジャンプ♬を聴くと
眠くなる隆ノ介くん★
大好きだよ～

●村木咲
え れ な

玲凪ちゃん
Ｒ6.11.1

（七日市・女の子）
大好きな兄姉とこれか
らも仲良く元気に大き
くなってね！

●種子珠
た ま き

季ちゃん
Ｒ6.11.26

（野々上・女の子）
いつも笑顔のたまちゃん
すくすく元気に大きく
なってね！


